
 

                                         ２０１８年７月１０日 

東京急行電鉄株式会社 

クリエイティブ・シティ・コンソーシアム 
 

東京急行電鉄株式会社（以下、東急電鉄）と、東急電鉄が代表幹事を務める研究会組織「クリエイティブ・シテ

ィ・コンソーシアム（以下、ＣＣＣ）」は、多摩川の両岸に位置する川崎市、世田谷区、大田区の流域エリア（以下、

多摩川流域エリア）で、都市と自然が融合した次世代のライフスタイルの実現を目指して、同エリアでの先進技

術の実装や、公共空間の活用などを進める社会実験区プロジェクト「ＴＡＭＡ Ｘ（タマクロス）」（以下、本プロジェ

クト）を、７月から本格的に開始します。 

 

多摩川流域エリアは、二子玉川や武蔵小杉など、都心の利便性と多摩川の自然空間を兼ね備えた人気エリ

アとして人口が増加しています。また、日本を代表するメーカーや大学などの学術・研究開発拠点などの産業が

集積するだけでなく、今後、道路や鉄道などの公共インフラの整備の計画が予定されるなど、生活圏、経済圏と

して高いポテンシャルを有しています。 

 

本プロジェクトでは、多摩川の豊かな自然環境から得られる安らぎや健やかさとともに、最先端のテクノロジー

が生活の中に溶け込むことで高度な利便性を兼ね備えた次世代のライフスタイルの実現を目指し、これからの

地域づくりのモデルとして注目される循環型経済圏（サーキュラーエコノミー）の研究や情報発信、社会実験など

を実施します。７月２０日（金）からは、自然の中で働くという、新しい働き方の提案を目的に、多摩川河川敷での

キャンピングオフィスを行います。また、７月２８日（土）には、気軽にスポーツを楽しむ文化を多摩川流域エリア

から発信するとともに、健康で生き生きとした地域づくりを目的として、多摩川流域のサッカークラブである川崎フ

ロンターレや日本サッカー協会と共同したウォーキングサッカー体験会を行います。 

 

東急電鉄とＣＣＣは、多摩川流域エリアのさらなる発展の可能性を研究するため、２０１８年１月から、国土交

通省、流域の自治体、企業、大学とともに、「多摩川流域まちづくり勉強会」を開催し、多摩川流域の将来ビジョン

の検討を進めてきました。今後、地域内外のパートナーと連携しながら、先端技術を活用して、働き方、モビリテ

ィ、地域通貨などの検討や、公共空間の利活用など社会実験や情報発信活動を行っていきます。 

詳細は、別紙の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
 

多摩川流域エリアの社会実験区プロジェクト「ＴＡＭＡ Ｘ（タマクロス）」を７月から始動します！ 

～都市と自然が融合した次世代のライフスタイルの実現を目指します～ 

▲ＣＡＭＰＩＮＧ ＯＦＦＩＣＥ ＴＡＭＡＧＡＷＡ 

（イメージ） 

▲川崎市等々力緑地ウォーキングサッカー 

体験会（イメージ）  (c)JFA 



【別紙】 

■多摩川流域エリアについて 

 多摩川は、アユやカワセミが生息するほどきれいな河川であり、都心から１０分程度とは思えない自然が広が

っています。また、流域には、二子玉川、武蔵小杉、川崎など再開発が進み、都心の利便性と自然空間を兼ね

備えた人気エリアとして人口が増加しています。また、日本を代表するメーカーや大学などの学術・研究開発拠

点や、ものづくりの町工場、クリエイターが集積し始めており、豊かな人的資源が集積している地域となっていま

す。今後、等々力大橋（仮称）や羽田連絡道路の整備により両岸の交流が高まることも期待されるなど、同エリ

アは、生活圏、経済圏として高いポテンシャルを有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会実験区プロジェクト「ＴＡＭＡ Ｘ（タマクロス）」 

 ＣＣＣが主催する「多摩川流域まちづくり勉強会」では、２０２５年の多摩川流域エリアの将来ビジョンを作成しま

した。多摩川の自然環境を最大限生かしたアクティビティや、最先端のテクノロジーが生活に溶け込む姿を目指

しています。そのビジョンの実現に向けて、「多摩川流域まちづくり勉強会」がプラットフォームになることで、産官

学のあらゆるプレーヤーが多摩川流域エリアの活動に参加できるような場づくりを行っていきます。 

【URL】 http://www.tama-x.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.tama-x.com/


■社会実験 

①ＣＡＭＰＩＮＧ ＯＦＦＩＣＥ ＴＡＭＡＧＡＷＡ 

日 時： ２０１８年７月２０日（金）～１１月（予定） 

場 所： 多摩川河川敷（川崎市・二子新地駅近く） 

主 催： ＣＣＣ、東急電鉄、スノーピーク・ビジネスソリューションズ／協力：川崎市 

目 的： 「自然の中で働く」という新しい働き方の提案、公共空間の活用 

内 容： アウトドアブランドであるスノーピークの子会社「スノーピーク・ビジネスソリューションズ」と連携して、河

川敷においてキャンピングオフィスサービス「ＣＡＭＰＩＮＧ ＯＦＦＩＣＥ ＴＡＭＡＧＡＷＡ」の社会実験を実施

します。企業に会議スペースを貸し出すことで、オフィスの中では得られないアイディアの着想や、チーム

内のコミュニケーションの向上といったワーカーの生産性向上に繋がる効果などを目指します。なお、公

共空間を活用したアウトドアオフィスとしては、国内初の取り組みとなります。 

【URL】 http://campingoffice.catalyst-ba.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②川崎市等々力緑地ウォーキングサッカー体験会 

日 時： ２０１８年７月２８日（土） 

場 所： 等々力緑地（川崎市） 

主 催： 川崎市 

協 力： 東急電鉄、日本サッカー協会、川崎市サッカー協会、川崎フロンターレ 

目 的： 多摩川流域のスポーツ文化の醸成、スポーツの持つ力を利用した流域の生活者の健康増進 

内 容： 川崎市、日本サッカー協会、川崎フロンターレと共同で、歩いてプレーする「ウォーキングサッカー」の体

験会を開催します。「ウォーキングサッカー」は、日本サッカー協会が、「Ｆｏｏｔｂａｌｌ Ｆｏｒ Ａｌｌ サッカーを、

もっとみんなのものへ。」というコンセプトのもと、「サッカー経験がなくても、運動が苦手でも、誰でも楽し

むことができる」サッカーとして活動をはじめ、全国各地で広がりを見せています。本体験会をきっかけに、

多摩川流域にウォーキングサッカーを広げ、スポーツ文化の広がりや生活者の健康増進を目指します。 

 

③ＴＡＭＡＧＡＷＡ ＢＲＥＷ（実施済み） 

日 時： ２０１８年６月１日（金）～３日（日） 

場 所： 多摩川河川敷（世田谷区・二子玉川駅近く） 

主 催： ＴＡＭＡＧＡＷＡ ＢＲＥＷ 実行委員会 

（株式会社ふたこ麦麦公社、ムラハタワークス、カタリスト BA（東急電鉄）／ｃｏ-ｌａｂ二子玉川） 

共 催： 二子玉川エリアマネジメンツ 

目 的： 地域のスモールビジネスの振興、地域クリエイターのまちづくりへの参画機会創出 

内 容： 地域のクラフトビールや食事などが楽しめる河川敷イベント「ＴＡＭＡＧＡＷＡ ＢＲＥＷ」を開催しました。

地域住民を中心としながら、東急電鉄が運営するコワーキングスペース「カタリストＢＡ」に勤める地域

のクリエイターも参画、さらには二子玉川のエリアマネジメント組織である「二子玉川エリアマネジメンツ」

http://campingoffice.catalyst-ba.com/


とも共同して実施しました。通常では実現が難しい、河川敷での焚き火や映画などを実施しました。次

回は９月末～１０月頃に予定しており、今後、定期的に開催を予定しています。 

【URL】https://www.tamagawabrew.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■多摩川流域まちづくり勉強会 

ＣＣＣが主催して多摩川流域の自治体、企業、大学などが参画している勉強会。多摩川流域エリアの将来像

の検討、社会実験などのアクションの実施、産官学連携のプラットフォームという役割を担うことを目指して、こ

れまで議論を重ねてきました。 

【目的】  

多摩川流域を日本および首都圏の成長をけん引する地域づくりの可能性を検証する。  

・自然と都市の両面を兼ね備えた世界でもまれにみる生活圏づくり  

・拠点を構える企業にとってイノベーティブな活動のしやすい経済圏づくり  

【構成員】  

○座長      涌井  史郎  氏（造園家・ランドスケープアーキテクト／東京都市大学  環境学部  特別教授）  

○構成員    ＣＣＣ幹事会社、国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所、川崎市、世田谷区、大田区 

流域企業（日本電気株式会社、富士通株式会社、キヤノン株式会社ほか） 

流域大学（東京都市大学） 

【設立】２０１８年１月 

 

＜参考＞ 
■クリエイティブ・シティ・コンソーシアム 

【目的】 

日本が抱える多種多様な課題に正面から向き合いながら、人々が創造性を発揮できる「舞台」としての   

都市＝クリエイティブ・シティを、二子玉川をモデル地区として整える。 

【幹事会員】 

カルチュア・コンビニエンスクラブ株式会社、コクヨ株式会社、大日本印刷株式会社、株式会社日建設計、 

株式会社三菱総合研究所、東京急行電鉄株式会社 

【会員】 

法人会員５０社、個人会員８名、学術・研究会員１７名、後援会員２６団体 

【主な取り組み】 

人と人とが出会い、アイディアとアイディアとが情熱を交わし、相互に刺激し合うことで、新しいイノベーション

が生まれると考え、多様な人が集まるさまざまなイベントの実施に取り組んでいます。  

・円卓会議・・・アドバイザリーボード・メンバーと幹事会員のトップマネジメントが一堂に会し、課題先進国である

日本が取り組むべきテーマや、今後コンソーシアムが取り組むべきテーマについて、それぞれの立場から意

見を交換する企画。 

・クリエイティブミーティング・・・クリエイティブな発想を引き出す会議。 

・ＣＣＣ×ＴＡＰ（東急アクセラレートプログラム）マッチング会・・・会員企業とベンチャー企業の新たな事業アライ

アンスの可能性を探り、イノベーションを創出する機会をつくります。 

【設立】２０１０年８月 

【URL】http://creative-city.jp/ 

https://www.tamagawabrew.com/
http://creative-city.jp/

